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来る年が穏やかな一年でありますように・・



　

農
家
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
・
地

域
の
農
業
振
興
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
７
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
・
農

協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
国
際
情

勢
等
に
よ
る
原
油
・
肥
料
・
飼
料
・
生
産
資
材

等
の
価
格
高
騰
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
・
豚
熱
等
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
10
月
４
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
74
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会

に
お
い
て
、
今
吉 

魁
人
さ
ん
所
有
牛
の
り
ん
号

が
、
若
雌
１
区
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ご
家
族
の
日
々
の
牛
へ
の
愛
情
や
管
理
努

力
、
畜
産
農
家
・
行
政
・
関
係
機
関
等
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
部
会
に
お
い
て
は
、
今
作
よ
り
ピ
ー

マ
ン
に
夢
と
希
望
を
抱
い
た
末
次
慎
也
さ
ん
が

新
た
に
仲
間
入
り
し
、
現
在
25
名
の
部
会
員
と

な
り
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
所
得
向
上
・

経
営
安
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
稲
部
会
に
お
い
て
は
、
今
年
の
早
期
水
稲

イ
ク
ヒ
カ
リ
等
の
仮
渡
金
は
、
令
和
の
米
騒
動

持
続
可
能
な
農
業
・
農
協
経
営
を
め
ざ
し
て

～ 

現
場
・
変
革
・
挑
戦 

～

等
の
影
響
に
伴
い
、
１
等
米
が
１
３
，
５
０
０

円
の
高
単
価
で
の
設
定
と
な
り
生
産
者
に
お
い

て
は
、
収
量
・
品
質
も
良
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
の
早
期
水
稲
よ
り
高
温
耐
性
品
種
の
「
な

つ
ほ
の
か
」
へ
15
年
振
り
に
全
面
、
品
種
転
換

し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
、
日
本

の
食
糧
基
地
と
し
て
、
食
と
農
を
基
軸
に
食
料

安
全
保
障
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ス
ト
抑

制
対
策
、
安
心
・
安
全
な
地
元
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
・
販
売
促
進
を
図
り
、
地
産
地
消
・
国

消
国
産
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
国
・
県
へ
の
農
政
運
動
等
の

要
請
活
動
を
通
じ
て
、
着
実
な
支
援
・
対
策
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
Ｊ
Ａ
は
「
信
頼
さ
れ
る
元
気
な

Ｊ
Ａ
」
を
め
ざ
し
て
、
全
役
職
員
・
従
業
員
等

と
英
知
を
結
集
し
、「
協
同
の
心
・
力
」
に
よ
り

時
代
変
化
に
順
応
し
農
家
組
合
員
・
行
政
・
関

係
機
関
と
連
携
の
う
え
、
持
続
可
能
な
農
業
・

農
協
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
業
振
興
な
く
し
て
、
地
域
の
発
展
・

未
来
は
な
し
」
と
の
信
念
を
持
ち
、
農
業
振
興

を
柱
に
自
己
改
革
・
産
地
づ
く
り
10
年
ビ
ジ
ョ

ン
の
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、「
現
場
主
義
」
に
よ

る
「
変
革
・
挑
戦
」
を
実
践
の
う
え
、
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の
活

性
化
に
一
日
一
生
・
前
向
き
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は
、
成
功
・
発
展
・

活
気
の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、「
輝
か
し
い
未

来
に
向
け
、
何
事
も
う
ま
く
い
く
年
」
と
な
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
末
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
畠添 洋平

代表理事常務（管理・経済担当）

緒方 初男

代表理事常務（信用・共済担当）

餅原 敏郎
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人

　
堀
之
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志
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・

(2)



「ふれあい積立」始めませんか！「ふれあい積立」始めませんか！
令和８年１月よりＡコープでは
ふれあい積立金を募集！！

　ご自身で作った農産物を販売してみませんか？地産地消の取
り組みとして美里吾平倶楽部では、地元で取れた安心・安全
で新鮮な野菜や果実を始め、お菓子やみそ・ジャムなど手作
りの加工食品、家庭菜園で栽培した地元の農産物を出荷してく
ださる方を募集中！

１口 ２，０００円 から
（１口５００円の商品券が付きます）

●１月から積立を始めて１１月までの払込期間となります。

●１１回の積立で１２月には満期となりＡコープ商品券と引き換えます。

●Ａコープは主婦の味方です。作る人の真心と、食べる人の安心を追求

します。身近な暮らしの拠点となるように、なお一層「安心・安全・新鮮」

に取り組みます。皆様のご来店を従業員一同お待ちしています。

問合せ先：Ａコープ　５８－８７１１ 問合先：営農指導課　販売係ＴＥＬ：５８－６５１３

Ａコープ情報

自信作・自慢の味をご自身で設定した価格で
売場に並べてみませんか？

★加入条件
・組合員加入
・吾平町に居住
・吾平町に畑・田のある方

★荷受時間　
・8:00 ～ 8:45

★荷受場所
・第１SS 横の集荷場
★出荷先
・Ａコープ肝付あいら店、COOP、寿サンキュー、 
  MaxValu おいどん市場、
  イオンかのやショッピングセンター

新規加入者募集新規加入者募集

　１１月２５日（火）地域の新たな担い手として就農した末次 慎也さんのハウス
にて「はさみ入れ式」が行われました。
　当ＪＡピーマン部会は、平成４年に生産者２名で約60 a の面積から始まりまし
た。現在は部会員２５名、栽培面積約６.２haに拡大され、令和６年産においては
販売金額５.５億円を突破いたしました。
　式には、生産者・鹿屋市吾平総合支所・大隅地域振興局・ＪＡと関係者ら３２名
が出席し、永山 部会長、畠添 組合長より「原油・肥料・資材高騰等により厳しい
経営環境ではありますが、ピーマン部会員として一致団結し、生産者・行政・関係
機関と連携を図り、相互扶助の精神でともに前向きに頑張っていきましょう。」と
あいさつがあり、来賓として鹿屋市吾平総合支所の柿内 支所長、大隅地域振興局
の農政普及課 迫田課長より激励のあいさつをいただきました。
　生産者や関係機関が見守るなか、収穫となるピーマンにはさみが入れられ、新規
就農者の門出を祝うとともに消費者が求める「安心・安全で美味しい」商品を届
け、ピーマンブランド産地としての品質向上・反収引上げをめざした生産活動への
期待が込められました。

新規就農 ピーマン はさみ入れ式

　鹿屋市の新規就農支援事業を活用し、昨年８
月から１年間部会員のハウスで研修を終え、新
規就農した末次 慎也さんは「夢を持って始めた
ピーマン栽培、家族で力を合わせて楽しむ農業
をめざしていきたいです。」と決意を述べられ
ました。
　今後も地域全体で支援体制を整え、持続可能
な地域農業の発展に取り組んでまいります。
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12
月
４
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
会
議
室
に

て
、
令
和
７
年
度
「
認
定
農
業
者
と
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、
自
己
改
革
重

点
取
組
事
項
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
　
意
見
・
要
望
　
》

Ｑ
早
期
水
稲
に
つ
い
て
、
高
齢
者
が
自
分
で
作

れ
な
く
な
っ
て
稲
作
を
依
頼
す
る
場
合
、
今
後
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
耕
作

放
棄
地
に
つ
い
て
農
協
は
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す

か
。

【
回
　
答
】

Ａ
条
件
の
悪
い
土
地
は
、
収
益
性
の
問
題
か
ら

耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
土
地
で
あ
っ
て
も
兼
業
農
家
の

方
等
で
採
算
が
取
れ
る
よ
う
に
対
応
し
な
い
と
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
協
単
体
だ
け
で
は

対
応
が
難
し
い
の
で
、
国
や
行
政
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
平
地
は
担
い
手
に
守
っ
て
い
た
だ
き
、

中
山
間
地
は
兼
業
農
家
で
自
分
の
土
地
を
守
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
受
け

皿
に
な
る
の
が
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
の
受
託
作
業

で
す
し
、
農
事
組
合
法
人
に
は
担
い
手
と
し
て

認
定
農
業
者
と
語
る
会

平
地
を
中
心
に
規
模
拡
大
を
す
る
と
い
う
二
本

立
て
の
方
法
で
、
地
域
の
水
田
を
守
る
形
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
イ
ク
ヒ
カ
リ
か
ら
「
な
つ
ほ
の
か
」
に
品
種
転

換
さ
れ
た
後
も
今
ま
で
ど
お
り
、
カ
メ
ム
シ
対
策

と
し
て
２
回
防
除
を
進
め
る
予
定
で
す
か
。

Ａ
イ
ク
ヒ
カ
リ
の
場
合
も
基
本
２
回
防
除
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
１
回
は
航
空
防
除
、
１
回
は

航
空
防
除
の
前
後
に
個
人
防
除
を
行
い
、
個
人

で
行
う
場
合
の
委
託
を
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
な
つ
ほ
の
か
の
場
合
も
基
本

２
回
防
除
で
す
。
な
つ
ほ
の
か
は
登
熟
期
間
が
イ

ク
ヒ
カ
リ
よ
り
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
カ
メ
ム
シ

の
発
生
状
況
次
第
で
は
、
追
加
防
除
が
必
要
で

す
。

Ｑ
条
件
の
悪
い
土
地
に
つ
い
て
、
農
協
で
耕
作
者

を
探
す
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ
ム
等
が
で
き
な
い
の

で
す
か
。

Ａ
現
在
、
農
協
で
シ
ス
テ
ム
等
の
対
応
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会
・
行
政
等
も
踏
ま
え

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
地
産
地
消
の
反
省
と
課
題
で
、
作
付
提
案
・

講
習
会
等
が
開
催
で
き
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
地
産
地
消
で
あ
っ
て
も
商

品
が
良
け
れ
ば
売
れ
ま
す
し
、
品
質
管
理
を
個

人
に
任
せ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
品
質

向
上
を
図
る
た
め
に
も
講
習
会
等
は
継
続
し
て

開
催
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
販
売
高
も
あ
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ａ
ご
指
摘
の
と
お
り
、
講
習
会
等
が
開
催
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
既
存
の
生
産
者
の
所

得
向
上
に
繋
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
役
員
会

で
表
彰
制
度
を
設
け
て
、
生
産
者
の
所
得
向
上
・

意
欲
向
上
を
図
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
現
地
検
討
会
や
視
察
研
修
等
に
つ
い
て
も

実
施
予
定
で
す
。

Ｑ
吾
平
町
の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
、
吾
平

町
に
人
を
呼
び
込
む
施
策
を
行
わ
な
い
と
、
今

後
、
吾
平
町
の
農
業
人
口
は
ま
す
ま
す
減
少
し

ま
す
。
今
の
農
家
も
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
農

協
も
何
か
施
策
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

Ａ
現
在
、
市
民
農
園
の
開
園
を
計
画
し
て
お
り
、

行
政
と
黒
羽
子
活
性
化
計
画
と
し
て
来
年
度
、

市
民
農
園
を
開
園
し
、
新
規
の
地
産
地
消
農
家

の
呼
び
込
み
を
行
う
予
定
で
す
。
市
民
農
園
は
、

営
利
を
目
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
家
消
費

し
き
れ
な
い
分
を
地
産
地
消
等
の
出
荷
方
法
等

を
案
内
し
な
が
ら
、
地
産
地
消
の
会
員
拡
大
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
、
保
護
者
の
方
の
窓
口
づ
く
り
も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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Ｑ
営
農
用
重
油
が
現
在
、
１
１
５
円
／
Ｌ
と
な
っ

て
お
り
、
当
面
こ
の
価
格
が
継
続
し
そ
う
で
す
の

で
、
農
協
で
何
か
対
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。
ま
た
、
鉄
コ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
を
生
産
す
る
立

場
と
し
て
は
、
等
級
が
良
い
も
の
は
加
工
用
で
は

な
く
青
果
用
と
し
て
販
売
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
の
で
、
１
㎏
単
価
を
も
う
少
し
上
げ
て
い
た
だ

く
よ
う
、経
済
連
と
交
渉
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
営
農
用
重
油
は
、
東
串
良
町
園
芸
振
興
会
と

経
済
連
と
の
価
格
交
渉
で
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

経
済
連
に
は
農
家
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
ま
す
。
ま
た
、
鉄
コ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
が
青
果
用
で

販
売
さ
れ
た
商
品
は
、
経
済
連
に
単
価
の
引
き

上
げ
を
要
望
し
ま
す
。

Ｑ
昨
年
か
ら
鉄
コ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
を
生
産
し
て
い
る

が
、
現
状
、
手
を
掛
け
な
い
と
反
収
が
上
が
ら

な
い
し
、
経
費
と
販
売
高
が
合
わ
な
い
の
で
、
生

産
者
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ａ
鉄
コ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
産
地
づ
く
り
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
の
重
点
品
目
に
も
追
加
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
兼
業
農
家
や
農
業
の
入
口
と
し
て
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
複
合
経
営
と
し

て
、
面
積
は
小
さ
く
て
も
生
産
農
家
を
増
や
す

方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
型

の
農
家
の
課
題
で
あ
る
法
人
化
も
視
野
に
入
れ

た
な
か
で
、
今
後
、
担
い
手
の
受
け
皿
と
な
る

営
農
形
態
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
現
在
、
当
生
産
組
合
で
は
合
間
に
大
根
を
作

付
し
て
い
ま
す
が
、
取
引
先
の
が
撤
退
し
、
地

元
の
４
農
家
か
ら
出
荷
先
が
な
い
か
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
に
根
付
い
た
農
協
が
、
い

ち
早
く
情
報
を
収
集
し
、
大
根
の
物
流
を
確
保

で
き
る
と
案
内
で
き
れ
ば
、
農
家
や
生
産
者
の

所
得
向
上
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
越
し
て
町
お
こ
し
や
集

客
、
地
産
地
消
を
目
指
す
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
組
織
力
を
活
か
し
て
、

農
協
が
地
元
で
年
齢
層
別
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
は
ぜ
ひ
、
地
元
企
業
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
地
域
経

済
が
活
性
化
す
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
加
工
米
、
甘
藷
、
大
根
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
は
、

生
産
者
・
行
政
・
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

行
政
・
商
工
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
と
連

携
し
、
地
域
の
農
業
振
興
・
活
性
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

かぼちゃ（なんきん）施設慰問
　今年の１２月２２日（月）は冬至。「冬至にかぼちゃを
食べると風邪をひかない。運気も上昇する。」と言われるほ
ど、冬至は大切にされています。
　当ＪＡでは、平成１５年より「施設入所者の皆さんの健
康維持・運気上昇を心より願い、冬至に吾平特産のかぼちゃ
を食べていただこう。」と施設慰問を行っています。

　１２月１７日（水）に、今年で２２回目の施設慰問を畠添組合長・緒方常務・餅原常
務等が吾平管内の８施設を慰問し、生産者の皆さんが丹精込めて作った「吾平かぼちゃ」
をお届けしました。
　施設の役職員・入所者の方々は「いつも美味しい吾平かぼちゃをありがとうございます。
冬至にみんなで食べさせていただきます。」と大変喜んでいただきました。
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作物ハイライト
ピーマン

　順調に生育しています。病害虫が一部で発生が見られましたが、現在は良好な生育状態
で通常どおり出荷を行っています。

な す
　順調に生育し、実付きも良好です。現在は収穫が進み、鹿児島市場や大阪市場へ向けて
順次出荷を行っています。今後も品質管理に努めながら、安定した供給に取り組んでまいり
ます。

かぼちゃ
　１２月上旬から秋かぼちゃの出荷が始まり、面積約２ha、出荷計画２０ｔを目標に出荷
予定です。台風の影響が無く、生育は順調でしたが、夏から秋にかけての高温により病害の
発生が多くみられました。害虫の発生が少々あり、やや小玉と品質低下がみられます。

さつまいも
　１０月１日から１１月３０日までの出荷で、面積６．６ｈａ、出荷量約１２６ｔ、反収
約１．９ｔとなり、病害虫の発生は少なく、順調な出荷となりました。

11 月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 37 281 661,000 452,000 583,541
去　勢 33 307 882,000 456,000 710,667
合　計 70 294 882,000 452,000 643,471

12 月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 31 283 753,000 448,000 650,258
去　勢 50 304 901,000 552,000 773,560
合　計 81 296 901,000 448,000 726,370

毎月、 子牛せり市が開催される週の平日の５日間、
母牛用飼料と一般ふすまの特売実施中！子 牛 セ リ 市子 牛 セ リ 市

　１１月２１日（金）湯遊ランドあいらにて、水稲部会総会が部会員・関係機関約５０
名出席のもと開催されました。
　開催にあたり、福元 康光部会長が、「今年度は、作付面積の増加が見られ、生育は概
ね良好で、１等米比率も 47.8％の実績で平年より高い仮渡単価で推移しました。これか
らも生産者が求める『安心・安全・美味しい』米づくりを継続していきましょう」とあいさ
つがあり、畠添組合長は ｢来年より、高温耐性品種の「なつほのか」へ１５年振りに全面、
品種転換します。生産意欲を高めるためにも、農家所得の向上・経営安定が不可欠であり、
１反でも多く作付けしていただき、一緒に頑張りましょう。｣ とあいさつしました。
　また、鹿屋市の原口副市長より来賓あいさつを賜り、第１号議案から第４号議案まで承
認され、役員改選では会長・福元 康光さん（留任）、副会長・入佐 哲朗さん（新）のも
とで新体制をスタートしました。部会員が減少していることから、会員拡大に向け、推進
の呼びかけを行いました。
　総会終了後に懇親会が開催され、部会員の素晴らしい歌声や踊りにより親睦・交流が
図られました。

令和６年度　水稲部会総会
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　１１月９日（日）、湯遊ランドあいらにて、第４５回美里あいら農業祭が開催されました。当Ｊ
Ａでは、青壮年部美里会の会員とともに地元農畜産物の黒牛・黒豚・黒さつま鶏・なす・ピーマ
ン等の販売を行いました。
　地元吾平産牛肉１頭の販売促
進は、和牛の価格が低迷している
なか、高級品に位置づけられてい
る牛肉は、物価高騰等による消費
者離れが懸念されるなかで、消費
拡大・消費者理解促進等のＰＲ
活動にもつながりました。
　イベント会場では、お楽しみ抽

第４５回美里あいら農業祭

舞子組

江口 利則さん（農業）・（有）西迫建設代表取締役 西迫 志朗さん（商工業）

今吉 魁人さん

小竹 操さん・永山 克之さん・有嶋 良子さん・萩崎 浩利さん・永山 祐輔さん・

㈱ライスセンターふくもと代表取締役 福元 健作さん・中名主 修さん・

山元 守さん・有馬 ノブ子さん

土橋 六男さん（神野町内会）

産業経済功労者表彰

畜産共進会功労者表

「あいら一番」認定者

吾平町功労者表彰

月日 12月30日（火） 12月31日（水） １月１日（木） １月２日（金）

稼働時間 7：00～20：00 7：00～20：00 休止日 休止日

月日 １月３日（土） １月４日（日） １月５日（月）

稼働時間 8：00～17：00 8：00～17：00 7：00～20：00

平素は当組合をご利用いただきまして誠にありがとうございます。
年末年始は、当ＡＴＭを以下の日程で稼働いたします。

　休止日につきましては、お客様にはご不便をお掛けいたしますが、お引出し等をお早めに
ご準備いただきますようお願い申し上げます。

ご不明な点は 金融共済課 へお問い合わせください。（電話番号：58-6538）
【他ＡＴＭの稼働日程はＪＡバンク鹿児島ホームページをご覧ください】

年末年始のＡＴＭ稼働日程のお知らせお知らせ

JAバンク鹿児島 で検索

選会・鹿児島黒牛 牛肉販売・たまごのつかみ取り・農畜産物のＰＲ抽選会・農畜産物の即売・
重量当てクイズ、舞台上では太鼓・舞踊等が披露され、来場者数約 2,000 人の皆様に楽しんで
いただきました。
　農業祭式典での表彰者は次のとおりです。
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　１０月３０日（金）、湯遊ランドあいらにて、令和６年度園芸振興会総会が開催さ
れました。
　当日は、牧 会長・畠添 組合長や来賓のあいさつの後、令和６年度事業報告・収支
決算書の協議、令和７年度の事業計画案・収支予算案について協議され、いずれも
原案どおり承認されました。
　また、テレビ・ラジオでおなじみの「野口 たくおさん」の講演会が行われ、野口 た

くおさんいわく「あいさつは元気よく大きな声で毎日
実行する事、継続は努力なり力なり、ひたすら笑うこと
が大事です。具体的には、初対面の人との距離を縮め
る、人前で話すのが得意になる、ポジティブな精神状
態になる、ストレスに強くなる、思考力や記憶力が高ま
る、そして免疫力が向上するといった効果が期待でき
ます。」と面白おかしく笑いの渦に包まれた、講演とな
りました。
　総会終了後には懇親会が開かれ、生産者同士はも
ちろん、ＪＡや行政の職員も交えて広く意見交換の場
となりました。

園芸振興会総会

Cooking

　１１月２８日（木）、吾平町多目的広場にてＪＡ杯グラウンドゴルフ大会が開催
されました。今回で第２３回目となる今大会は、天候にも恵まれ２０チームで約
１１０名が参加されました。
　競技が始まると、各チームの全力プレーで大いに賑わい、素晴らしいプレーが多く
出ました。最後はお互いのプレーをたたえ合い、スポーツマンシップあふれる大会と
なりました。
　来年も皆さんの笑顔が見られるよう、楽しい企画を計画いたしますので、多数の方
のご参加をお願いします。

第２３回ＪＡ杯グラウンドゴルフ大会

男性 優勝：新名主 學さん 女性 優勝：平山 藤子さん

野口 たくおさん講演

《結果》男性
優勝　新名主 學さん
２位　末広 栄さん
３位　上温湯 末夫さん

《結果》女性
優勝　平山 藤子さん
２位　秋丸 ゆり子さん
３位　高木 久江さん
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　１１月２８日（金）ＪＡ肝付吾平町女性部のグラウンド
ゴルフ大会が開催されました。冬の始まりを告げるような
寒空のもと、女性部員約４０名が参加し、寒さを吹き飛ば
す、明るく元気なプレーが続出しました。
　参加された女性部員の皆さんの笑顔が青空に映えて、

みんなで準備運動

ＪＡ肝付吾平町 女性部

堀之内 節子部長

　１０月２７日（金）ＪＡ肝付吾平町女性部はコミュニティセンター吾平振興会館調理室にて
料理教室が開催され、部員・関係者約２０名が参加しました。
　地産地消の推進や郷土料理の継承など、地域の食文化を守り伝える季節の食材を使っ
て、考えられた献立を堀之内 節子 部長を講師として「まぜご飯」「白和え」「なすの煮びた
し」「ねったぼ」「刺身こんにゃく」等の料理を作りました。
　女性部員からは「基本的な調理技術や郷土料理・地元の農産物を使った料理などを直接
学び、分からないことはその場で質問できるため、効率的に知識や技術が身につき、今日は
参加できてとても良かった。」と話していただきました。
　和気あいあいとした雰囲気の中で一緒に料理をすることで、親睦が深まりました。ＪＡを
拠り所に「女性パワー」を感じることのできた交流会でした。
　令和７年も残り僅か、新しい年になる２０２６年も女性部の皆さんにとって良い年でありま
すように・・・

Cooking

料理教室

グラウンドゴルフ大会

楽しい交流会となりました。
　これからも、女性組織の活性化、地域活性化
に貢献できるよう、令和８年も積極的な活動
を行ってまいります。
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島原隠れキリシタンの歴史と
野母崎より望む軍艦島・西九州の旅

ご
報
告
！ ＪＡ肝付吾平町ふれあい企画旅行

２日間

　１２月２日（火）・３日（水）の２日間、「ＪＡ肝付吾平町ふれあい企画旅行　島原隠
れキリシタンの歴史と野母崎より望む軍艦島・西九州の旅」が開催されました。参加者
２０名を乗せたバスは、目的地の長崎県まで走り出しました。車内では、バスガイドさん
のトークや道中の案内に耳を傾け、時には笑いもありながら、熊本港を経て１日目の観
光地である島原城や軍艦島資料館・水仙の丘へ到着しました。
　島原城では、築城以来２５０年にわたる島原藩の歴史遺産やキリシタン資料及び郷
土が誇る芸術家の作品や雲仙普賢岳噴火災害の過去から現在までの島原を知ることが
できました。
　軍艦島資料館では、世界文化遺産に認定された当時の作業様子や生活風景等をパ
ネル展示や映像等で体感していました。軍艦島までは上陸できませんでしたが、軍艦島
をバックに写真撮影をするなど楽しんでいらっしゃいました。
　２日目は、アリタセラ（有田焼専門店）や有田ポーセリンパークでお買い物を堪能しま
した。たくさんのお土産を手に「とても楽しい２日間を過ごすことができた。」と満足され
ていました。
　すべての行程を終え、帰りの車中では、一年分の疲れを吹き飛ばす勢いで歌を歌いな
がら笑顔で帰路につきました。
　ＪＡ肝付吾平町では、これからも皆様に楽しんでいただける旅行を企画してまいりま
すので、来年も皆様のご参加をよろしくお願いします。
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　１１月２６日（水）、かごしま健康の森公園にて、県内各地の予選を勝ち抜いた１３
ＪＡの６０チーム約３００名参加（うち当ＪＡから２チーム１０名）のもと、第２９回
ＪＡバンク鹿児島年金友の会グラウンド・ゴルフ大会が開催されました。
　当ＪＡからは、吾平中央町チームと吾平荷掛チームが出場し、「仲間との楽しさ」と「優
勝への熱意」を両立させながら白熱した試合が展開され、会場は一体感に包まれ大きな
盛り上がりを見せました。

　大会の結果は、吾平中央町チームの田
中美好さんが、個人男性の部で５位に入
賞する等、素晴らしい成績を収められま
した。「人生の楽しみ」を見つける場とし
て、多くの人に愛されているグランドゴル
フ、他ＪＡの年金友の会員の方々と、一
緒にプレーを行うなかで親睦を深めるこ
とができました。

　オートパル友の会員親睦・交流の一環として、１１月７日（金）鹿児島鹿屋カントリー
クラブにて１８名参加のもと、第４回オートパル友の会ゴルフ大会が開催されました。

吾平中央町・吾平荷掛チーム

第２９回 ＪＡバンク鹿児島年金友の会
グラウンド・ゴルフ大会

　参加者の方からは、「自然の中でプレーできる
爽快感、ナイスショットをしたときの達成感、そして
人との交流でストレスの開放に繋がります。」と話
していただきました。
　今後も、会員の皆様に喜んでいただけるよう、
様々なイベントを企画いたしますので、会員になっ
て一緒に楽しみましょう。

１．年会費１，８００円で、車検時３，０００円割引

２．年１回の総会時に記念品進呈

３．年１回オイル交換２，０００円割引券進呈　

オートパル友の会　会員特典（対象：町内の方）

《結 果》
優勝　田原 孝一さん
２位　下薗 廣雪さん
３位　福元 健作さん

オートパル友の会オートパル友の会「ゴルフ大会」「ゴルフ大会」

《問合せ先》オートパル ５８ー６５１５
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　いつもＪＡ肝付吾平町をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　当ＪＡは、地域の一員として、「信頼される元気なＪＡ」をめざして農業の発展と健康
で豊かな地域社会づくりのお役に立てるようリレーションシップバンキング（長期的な信
頼関係にもとづく金融業務）の機能強化に向け、取り組んでいます。
　この小冊子は、皆さま方の当ＪＡに対するご理解を更に深めていただくため、自主的に、
令和７年度上半期における事業実績と地域貢献活動等の情報をディスクローズ（開示）し
たものです。
　ぜひ、ご一読いただき、より一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

令和７年１０月　　肝付吾平町農業協同組合　代表理事組合長 畠添 洋平

　当ＪＡは、おかげさまで今年で設立７７年を迎え、鹿屋市吾平町を事業区域として、農
業者を中心とした地域住民の方々が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互
いに発展していくこと）を共通の理念として運営されている協同組織であり、地域農業の
活性化に資する地域金融機関です。

債権区分

破産更生債権および
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

小　　計

正常債権

合　　計

令和７年８月末

4

0

18

3,596

3,614

令和７年２月末

0

0

18

3,650

3,668

増　減

4

0

0

▲54

▲54

14 18 ▲4

令和７年８月末

24.53％

令和７年２月末

21.43％

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注記）「単体自己資本比率」は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」

（平成１８年金融庁・農水省告示第２号）（バーゼルⅢ）に基づき算出しております。

 

貯    金

貸 出 金

預    金

有価証券

令和７年８月末

12,775

3,608

9,023

0

令和７年２月末

13,569

3,662

9,870

0

令和６年８月末

13,972

3,768

10,224

0
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鹿児島県役職員連盟 ソフトボール大会
　１１月２４日（月）鹿児島ふれあいスポーツランドにて、ＪＡ鹿児島県役職員連盟第42
回親睦ソフトボール大会が開催されました。

　鹿児島県の１３ＪＡ中１０ＪＡが出場し、
当ＪＡからは１４名が参加しました。心配して
いた天候にも恵まれ、和やかな雰囲気の中で
開催され、大接戦の末、１勝１敗で惜しくも準
決勝進出ならず、試合後は参加者同士で健闘
をたたえ合い、笑顔で交流を深めることができ
ました。
　今回の大会を通して、チームワークの大切さ
を改めて実感する良い機会となりました。

キャッチャー：田原裕平課長 バッター：神田隆一課長

組合員の皆様へ

ＪＡのシロアリ提携業者が変わります！

　日頃よりＪＡのシロアリ事業をご利用いただき厚く御礼申し上げます。
　令和７年１２月よりＪＡのシロアリ提携業者が変更になりました。
　ＪＡのシロアリ事業は、安心して組合員の皆様にご利用いただくために信頼のおけ
る業者と連携して取り組みを行っています。

ＪＡのシロアリ無料点検実施中！
ＪＡ肝付吾平町 連絡先：購買課　５８-５０５０

ＪＡ提携業者

２社

〈問合せ先〉金融共済課（共済）　５８-６５３７
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編
集
後
記

編
集
後
記

　
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
令

和
７
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
１
９
２
６
年
12
月
25
日
に
始

ま
っ
た
昭
和
元
年
を
起
算
点
と
し
て
、

昭
和
１
０
０
年
目
に
あ
た
る
節
目
の
年

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
生
産
現
場
に
お
い
て
は
、
円
安

や
世
界
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
生
産

資
材
価
格
な
ど
の
物
価
高
止
ま
り
で

農
家
・
組
合
員
に
大
き
な
影
響
が
続

い
て
い
ま
す
。ま
た
、「
令
和
の
米
騒
動
」

に
よ
り
、
店
頭
価
格
が
高
騰
し
た
反

面
、
早
期
米
の
仮
渡
金
は
１
等
米
が

１
３
，５
０
０
円
の
高
い
単
価
で
取
引

さ
れ
、
生
産
者
に
お
い
て
は
、
良
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
令
和
８
年
も
引
き
続

き
、
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
、
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
地
域
に
貢
献
し 

信
頼
さ
れ

る
組
織
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
の

を
肌
で
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

体
調
管
理
・
安
全
管
理
に
充
分
留
意

さ
れ
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。

　

今
年
一
年
、
広
報
誌
「
つ
ば
さ
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１２月～２月の行事予定１２月～２月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1/1 2 3
元旦 吾平地区20歳の

集い

利用者感謝デー
（給油所）

4 5 6 7 8 9 10
年金友の会員デー
（Aコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

11 12 13 14 15 16 17
成人の日 和牛登録審査 年金友の会員デー

（Aコープ） 利用者感謝デー
（給油所）

18 19 20 21 22 23 24
【定休日】
Ａコープ・オート
パル・第１SS

組合員説明会 年金友の会員デー
（Aコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

25 26 27 28 29 30 31
年金友の会員デー
（Aコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

2/1 2 3 4 5 6 7
年金友の会員デー
（Aコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

子牛セリ市・ふれあい訪問日子牛セリ市・ふれあい訪問日

第
十
二
回
理
事
会
（
十
月
二
十
一
日
）

①
　
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
　
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

第
十
三
回
理
事
会（
十
一
月
二
十
五
日
）

①
　
令
和
七
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク

　
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に
つ
い
て

②
　
高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

③
　
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

第
十
四
回
理
事
会
（
十
二
月
九
日
）

①
　
職
員
・
従
業
員
等
に
対
す
る
年

　
末
一
時
金
支
給
に
つ
い
て

②
　
高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

11
月
か
ら
入
組
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。小田　隼渡

購買課

お だ   　 は や と
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年末年始のお知らせ

オートパル【５８－６５１５】

Ａコープ【５８－８７１１】

窓口業務【５８－６５１１】

ルミエール【５８－５７５７】
年中無休・２４時間対応

購  買【５８－５０５０】

ＡＴＭコーナー【５８－６５３８】

第一ＳＳ【５８－６３８１】　第二ＳＳ【５８－５４５４】
農機具・ガス【５８－６６７７】

≪年末≫

≪年末≫

≪年末≫

≪年末≫

≪年末≫

≪年末≫

≪年始≫

≪年始≫

≪年始≫

≪年始≫

≪年始≫

≪年始≫

１２月３１日
午前８時３０分～午後５時まで
１月１日～３日　店休日
１月４日～５日
午前８時３０分～午後５時まで
１月６日から通常営業
午前８時３０分～午後６時まで

１２月３１日
午前９時～午後６時まで
１月１日～２日　店休日
１月３日～５日
午前９時～午後５時まで
１月６日から通常営業
午前９時～午後７時まで

１２月３0日まで
午前８時３０分～午後３時まで
１月５日から通常営業
午前８時３０分～午後３時まで

１２月２７日～３１日
午前８時～午後５時まで
１月１日～３日　店休日
１月４日～５日
午前８時～午後５時まで
１月６日から通常営業
午前８時～午後６時まで（平日）
午前８時～午後５時まで（土日）

１２月３１日まで
午前７時～午後８時まで
１月１日～２日　ＡＴＭ休止
１月３日～４日
午前８時～午後５時まで
１月５日から通常営業
午前７時～午後８時まで

１２月３１日
午前７時～午後６時まで
１月１日～２日　店休日
１月３日～４日
午前８時～午後５時まで
１月５日
午前７時～午後５時まで
１月６日から通常営業
午前７時～午後７時まで
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